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町
で
は
、
建
設
し
て
い
た
新
庁
舎

が
完
成
し
移
転
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
一
階
建
て
で
、
役
場
機
能
だ

け
で
な
く
、
交
流
や
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
い
く
た
め「
中
頓
別（
読

み
は�
い
な
か
�）づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

と
名
付
け
、
住
民
が
く
つ
ろ
げ
る

「
町
民
ホ
ー
ル
」な
ど
を
設
け
て
い
る

の
が
特
徴
。
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地
域
農
産
物
の
信
頼
性
向
上
を
目

指
し
て
い
る
町
は
、
減
農
薬
農
法
で

の
生
産
を
証
明
す
る
町
独
自
の
基
準

「
藤
島
式
」
を
定
め
た
。
農
薬
、
化
学

肥
料
の
使
用
を
認
め
ず
、
除
草
剤
の

使
用
を
一
度
だ
け
許
し
た
も
の
で
、

農
水
省
よ
り
厳
し
い
基
準
。
農
薬
を

一
切
使
用
し
な
い
有
機
農
産
物
も
独

自
に
認
定
し
て
い
く
。

　

村
は
、
建
て
替
え
中
の
「
裏
磐
梯

診
療
所
」
に
つ
い
て
、
村
が
診
療
所

を
建
設
し
、
医
療
法
人
に
医
師
の
派

遣
や
管
理
を
委
託
す
る
公
設
民
営
方

式
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
方
式
の
導
入
に
よ
っ
て
医
師
は

日
曜
・
祝
日
を
除
く
常
勤
体
制
と
な

り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

�

　

村
は
、
近
隣
の
東
松
山
市
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
持
つ
大
東
文
化
大
学
と
共
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埼
玉
県

玉
川
村

同
研
究
協
定
を
結
ん
だ
。村
長
が

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
政
策
提
言

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
同
大
学
教
授
か
ら

受
け
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
と
し
て
村
企
画
課
で
学
生
を
受
け

入
れ
、
就
業
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、

連
携
を
深
め
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、
町
立
小
中
学

校
で
２
学
期
制
を
導
入
し
た
。
授
業

時
数
が
年
間　

時
間
程
度
増
え
、
学

２０

期
が
長
く
な
る
こ
と
で
児
童
・
生
徒

の
評
価
が
よ
り
多
面
的
・
客
観
的
に

行
え
る
こ
と
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。　

月
の
「
体

１０

育
の
日
」
を
、
前
期
と
後
期
に
分
け

る
学
期
の
区
切
り
と
す
る
。
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町
は
、
日
本
名
水
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
女
取
湧
水
（
め
と
り
ゆ
う
す

い
）
の
保
全
を
図
る
た
め
、
湧
水
南

側
の
私
有
地
約
４
万
平
方
ｍ
を
購
入

又
は
譲
り
受
け
る
契
約
を
地
権
者
と

結
ん
だ
。
落
葉
樹
な
ど
が
広
が
っ
て

い
る
周
辺
の
下
草
を
刈
っ
た
り
、
車

の
進
入
を
止
め
る
な
ど
し
て
湧
水
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

町
は
、
車
上
狙
い
や
自
転
車
泥
棒

な
ど
身
近
な
犯
罪
を
防
い
で
い
く
た

め
、
国
道
沿
い
の
大
型
商
業
施
設
交

差
点
と
Ｊ
Ｒ
駅
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
４

台
を
設
置
し
た
。
普
段
は
カ
メ
ラ
モ

ニ
タ
ー
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
犯
罪
発
生
時
や
イ
ベ
ン
ト
時
に

警
察
等
が
申
請
し
、
町
総
務
部
長
の
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梨
県
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坂
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許
可
を
得
て
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
く
。
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町
は
、
町
内
の
面
ノ
木
牧
場
に
風

力
発
電
機
３
基
を
建
設
す
る
。地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
意
識
の
醸
成

と
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
ね
ら

い
。発
電
機
は
高
さ　

ｍ
の
タ
ワ
ー
に

４６

長
さ　

ｍ
の
羽
が
３
枚
つ
い
た
も
の

２２

で
、
年
間
発
電
量
３
３
０
万
�
を
見

込
み
、
発
電
し
た
電
力
は
中
部
電
力

に
売
電
し
て
い
く
。
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町
は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
る
高
取
城
跡
の
下
草
刈
り
や
倒
木

の
伐
採
な
ど
を
行
い
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
平

成　

年
度
か
ら
展
望
ポ
イ
ン
ト
の
整

１４
備
も
含
め
８
３
０
０
平
方
ｍ
を
整
備

し
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
は
さ
ら

に
１
０
０
０
平
方
ｍ
程
度
の
整
備
な

ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
。
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町
は
、
議
員
発
議
で
町
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
施
行
し

た
。
町
の
工
事
等
に
関
す
る
順
守
事

項
を
明
記
し
、
議
員
は
政
治
不
信
を

招
く
公
私
混
同
を
断
つ
こ
と
や
町
民

も
議
員
に
対
し
影
響
力
を
不
正
に
行

使
す
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
「
政
治
倫
理

基
準
」
の
順
守
を
規
定
し
て
い
る
。
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町
は
、
町
出
身
で
日
本
人
で
初
め

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

と
な
っ
た
故
織
田
幹
雄
氏
の
功
績
を
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広
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海
田
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た
た
え
、
３
段
跳
び
の
跳
躍
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ア
ー
チ
形
の
記
念
碑
を

海
田
総
合
公
園
内
に
設
置
し
た
。
今

夏
の
ア
テ
ネ
五
輪
大
会
や
同
氏
の
生

誕
１
０
０
年
な
ど
を
記
念
し
た
事
業

の
計
画
も
進
め
て
い
る
。
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町
は
、
子
育
て
支
援
を
図
っ
て
い

く
た
め
、　

歳
以
下
の
小
学
生
ま
で

１２

の
医
療
費
無
料
化
を　

歳
以
下
の
中

１５

学
生
ま
で
拡
大
し
た
。
町
外
の
医
療

機
関
で
も
適
用
し
、
受
診
の
際
に
発

行
さ
れ
る
証
明
書
を
町
役
場
に
提
出

す
る
と
、
支
払
済
み
の
自
己
負
担
額

を
受
け
取
れ
る
。
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町
は
、
県
と
共
同
で
県
内
最
大
の

人
工
海
水
浴
場
と
な
る
「
結
の
浜
マ

リ
ン
パ
ー
ク
」
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
既
に
長
さ
３
１
０
ｍ
の
砂
浜
は

オ
ー
プ
ン
し
好
評
を
博
し
て
お
り
、

新
た
に
３
２
０
ｍ
の
砂
浜
の
造
成
を

進
め
て
い
く
。
食
事
な
ど
を
提
供
す

る
施
設
「
マ
リ
ン
ド
ー
ム
」
も
整
備

し
た
。�

�

　

村
は
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
か

ち
ゃ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局「
山
江

村
民
て
れ
び
」を
開
局
し
た
。村
の
商

品
開
発
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
な
ど
を
動
画
で
全
国
に
発
信
し
、

地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。
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―受講者募集中―

　危機管理の専門家による講演、災害発生に伴い生じる事態を時系列的に予測し、対応を考察する図上訓練等により、自治体トッ
プに求められる危機管理能力の強化を図ります。

１．対　象
　都道府県知事、副知事、市町村長、助役、危機管理監、部長職等にある者とします。なお、随行者（防災担当部課長等）も図
上訓練等に参加することができます。

２．日　時：第２回トップマネジメントコース平成１６年７月３０日（金）９：３０～１７：３０
第３回トップマネジメントコース平成１６年１０月１８日（月）９：３０～１７：３０

３．場　所：スクワール麹町（東京都千代田区麹町６－６、ＪＲ・地下鉄四谷駅前）

４．プログラム概要
　２部構成となっており、どちらか１方のみでも参加することができます。
（第１部）９：４０～１５：４５
�自然災害に対する危機管理

講　師：東京経済大学教授 吉井　博明
�状況予測型図上訓練※

講　師：（財）消防科学総合センター研究開発部長 日野　宗門
コメンテータ：弁護士／前芦屋市長 北村　春江

鳥取県防災監 衣笠　克則
消防庁防災課長 下河内　司

（第２部）１６：００～１７：３０
�テロ災害等に対する危機管理

講　師：戦略アナリスト／独立総合研究所代表取締役 青山　繁晴
（なお、第２部終了後消防庁幹部を交えて意見交換会を予定しています。）
※状況予測型図上訓練
　災害・危機発生時における状況予測に基づき、先手で対応する能力を強化する訓練手法。訓練は、訓練参加者が、時
系列的に災害の進展を予測し、これに伴う活動を経過時間（例えば発災後、１時間、３時間、６時間等）に沿って対応
記入票に記入する形で実施します。
　進行管理者は、訓練参加者の作成した対応記入票を基に、評価・検証を行います。
○　想起できなかった活動項目はないか
○　活動イメージは具体的であるか、適切であるか
○　活動のタイミングは適切であるか　　など

５．定　員：第１部　約５０名、　第２部　約１８０名

６．参加費：第１部　　３，０００円（昼食代を含みます。）
第２部　　１，０００円
（意見交換会（自由参加）、３，０００円）

７．申し込み方法：４月中に各都道府県消防防災主管課を通じて参加希望調査を行います。

【連絡先】消防大学校教務部　谷本、山本
電　話　０４２２（４６）１７１２代表
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消防庁消防大学校
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香
川
県
町
村
会
は
二
月
二
十
六
日
の

定
例
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し

た
。（
四
月
一
日
付
就
任
）

香
川
県
町
村
会
長

木
田
郡
三
木
町
長

 
石 
原

い
し 

は
ら

   
 

收 
お
さ
む

昭
和
九
年
十
二
月
九
日
生

【
住
所
】香
川
県
木
田
郡
三
木
町
大
字
下

高
岡
四
〇
三
二
番
地

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

四
十
六
年
三
木
町
議
会
議
員
▽
六
十
年
三

木
町
議
会
議
長
▽
六
十
一
年
三
木
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】　

五
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
十
四
年

香
川
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
三
木
町
総
合
運
動
公
園

建
設
▽
香
川
県
立
三
木
高
等
学
校
誘
致

▽
三
木
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
建
設
▽
厚

生
年
金
福
祉
施
設「
サ
ン
ピ
ア
さ
ぬ
き
」

誘
致
▽
高
松
東
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

誘
致
▽
香
川
県
立
高
松
圏
域
健
康
生
き

が
い
中
核
施
設
「
サ
ン
サ
ン
館
み
き
」

誘
致
▽
琴
電
新
駅
「
学
園
通
り
駅
」
設

置
▽
農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道
整

備
推
進
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
同
時
布
設
）

▽
白
山
さ
く
ら
公
園
着
工

【
趣
味
】
読
書

【
家
族
】
妻
・
子
夫
婦
・
孫
３
人

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　（財）日本生態系協会では、自立した美しい自

治体づくりを目指す市町村長のためのサロンを催

します。当日は、先進諸国の持続可能なまちづく

りや、わが国の環境施策の最新情報などの話題を

提供し、参加者との意見交換の場とします。

※「アゴラ」とは、政治発祥の地である古代ギリ

シャにおいて、市民が政治について活発に議論し

た広場を指します。日程等は下記のとおりです。

１、日　時

平成１６年４月２７日�　１７：００～

（１６：４５受付、約２時間、出入自由）

２、会　場

（財）日本生態系協会事務局内

（東京都豊島区西池袋）

３、対　象

市町村長、助役、収入役

４、参加費

１，５００円（飲み物、軽食付）

５、申込及び問合せ先

　電話、ファックス、Ｅメールのいずれかの方

法で、氏名、所属、連絡先をお知らせ下さい。

�日本生態系協会

グランドデザイン総合研究所

［電　話］０３－５９５１－０２４４

［ＦＡＸ］０３－５９５１－２９７４

［E-mail］head_office@ecosys.or.jp

※参加申込を受付した後、会場までの行き方な

どをご連絡します。

～参加者募集中～～参加者募集中～

「新時代にかつ「新時代にかつ！！首長のアゴラ」首長のアゴラ」
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全
国
町
村
会
も
後
援
し
て
い
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
賞
が
今
年
度
も
実
施
さ
れ

る
。
同
賞
は
地
域
の
活
性
化
な
ど
で
優

れ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
市
町
村
・

住
民
集
団
・
企
業
の
三
部
門
を
全
国
か

ら
募
集
し
、
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
に
学
び
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
運

動
の
普
及
、
拡
大
に
資
そ
う
と
い
う
も

の
。

〇
活
動
内
容

　

地
域
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
や
地
域

環
境
保
全
、
生
活
環
境
の
改
善
、
高
齢

化
問
題
・
福
祉
問
題
、
子
育
て
支
援
、

外
国
人
と
の
共
生
活
動
な
ど
、
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
。

〇
対
象

　

市
町
村
、
住
民
集
団
、
企
業
（
含
む

商
店
街
連
合
会
な
ど
の
企
業
の
連
合

体
）。

〇
応
募
方
法

　

活
動
記
録
を
四
千
字
以
内
に
ま
と

め
、（
原
稿
は
原
則
と
し
て
Ａ
四
判
の

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
と
し
、
一
枚
当
た
り
千

二
百
字
程
度
と
す
る
）
応
募
用
紙
及
び

補
足
資
料
を
添
付
し
、
�
あ
し
た
の
日

本
を
創
る
協
会
ま
た
は
都
道
府
県
新
生

活
運
動
等
協
議
会
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
応
募
締
め
切
り
は
六
月
七
日
�
で

す
。

〇
賞

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
内
閣
官
房
長
官

賞
等
。

〇
主
催

　

�
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
、
都

道
府
県
新
生
活
運
動
等
協
議
会
、
読
売

新
聞
東
京
本
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。

〇
後
援
（
交
渉
中
を
含
む
）

　

全
国
町
村
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国

市
長
会
、
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科

学
省
、
経
済
産
業
省
、
日
本
商
工
会
議

所
、
全
国
商
工
会
連
合
会
、
�
日
本
青

年
会
議
所
、
�
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー
、
�
こ
ど
も
未
来
財
団
、
�
日
本

宝
く
じ
協
会
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
先
及
び
応
募
用

紙
申
し
込
み
は
、

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
二

千
代
田
区
日
比
谷
公
園
一
―
三
市
政
会

館
内

�
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
賞
」
係
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―

三
五
〇
一
―

八
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
―

三
五
〇
一
―

八
〇
〇
四

http://w
w
w
.ashita.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ 
        
 
 
              

E-m
ail

ashita@
netjoy.ne.jp
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―
地
域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
町
村
の
多
数
募
集
を
―

（引受保険会社） 損　保　＝　損害保険会社７社 
生　保　＝　アリコ・ジャパン 

 
営業所（全国23か所） 
 
北海道　011（272）8677 
青森　017（738）2346 
宮城　0224（33）2725 

福島　024（558）2980 
神奈川　045（453）7663 
山梨　055（237）5135 
新潟　025（386）9306 
長野　026（237）2285 
岐阜　0583（84）0012 

三重　090（1549）8824 
兵庫　078（362）7812 
奈良　0744（29）8281 
島根　0852（37）2163 
岡山　086（245）4833 
山口　083（928）7886 

徳島　088（624）1603 
福岡　092（632）9714 
佐賀　0952（29）3145 
長崎　095（823）9583 
熊本　096（359）1766 
大分　097（536）4711 

宮崎　0985（32）2789 
沖縄　098（862）2627
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随 想
   
富
村
は
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行

に
伴
い
富
仲
間
村
、
富
東
谷
村
、
富
西
谷

村
、
大
村
、
楠
村
の
五
ケ
村
が
合
併
し
て
生

ま
れ
、
平
成
元
年
に
村
制
施
行
百
周
年
を

迎
え
て
現
在
に
至
る
歴
史
あ
る
村
で
す
。

　

古
く
は
、
た
た
ら
製
鉄
と
木
地
製
品
の

製
造
の
地
と
し
て
栄
え
、
そ
の
後
は
木

材
、
和
牛
、
木
炭
の
生
産
地
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度

経
済
成
長
に
伴
い
、
都
市
部
へ
の
人
口
流

出
、
ま
た
少
子
化
の
進
展
に
よ
り
過
疎
化

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
五
年

は
人
口
一
、
九
二
四
人
で
し
た
が
、
平
成

十
六
年
一
月
に
は
八
九
九
人
と
約
半
分
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
は
山
林
が
九
五
％
を
占
め
て
お

り
、
最
近
で
は
林
業
が
主
産
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
村
で
も
上
水
道
の
完
備

や
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
整
備
、
小
さ

な
村
で
も
テ
レ
ビ
放
送
局
を
持
ち
、
議
会

の
様
子
や
村
内
で
の
出
来
事
、
ま
た
農
林

業
関
連
の
情
報
な
ど
の
他
、
生
活
関
連
の

文
字
放
送
、
音
声
告
知
放
送
を
村
内
全
家

庭
に
お
届
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
は
木
材
の
村
で
あ
り
、
多
く
の
先

輩
達
が
大
切
に
育
て
て
き
た
木
材
を
使

い
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
校
舎
、

体
育
館
、
温
泉
交
流
館
な
ど
を
整
備
し
、

木
材
の
温
か
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
同
時
に
地

産
地
消
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
あ
る
程
度
の
生
活
環
境
整
備
は

整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
特
に
感

じ
て
い
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
た
め

か
、
植
物
の
生
態
系
の
変
化
や
、
河
川
水

の
温
度
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
小
動
物
が

種
類
も
数
量
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

私
達
が
幼
い
頃
は
川
に
入
っ
て
魚
取
り

を
し
た
り
、
田
植
え
の
前
に
は
水
路
の
手

入
れ
な
ど
で
水
路
の
水
を
止
め
ま
す
が
、

当
時
は
多
種
多
量
の
水
棲
生
物
が
見
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
今
で
は
河
川
改
修
な
ど

の
濁
り
水
の
影
響
で
、
こ
の
よ
う
な
光
景

を
目
に
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

村
内
水
域
に
多
数
棲
息
す
る
ホ
タ
ル
や

水
生
昆
虫
類
の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

郷
土
魚
類
、
山
陽
型
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な

ど
魚
や
植
物
を
は
じ
め
と
す
る
富
村
の
誇

る
豊
か
な
自
然
、
生
態
系
を
維
持
す
る
た

め
に
、
各
種
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
農
地
の
転
作
と
、
同
時
に
進
む

農
地
の
荒
廃
を
何
と
か
く
い
止
め
、
水
田

は
水
田
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
水
生

植
物
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
生
植

物
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窒
素
、
リ

ン
の
除
去
と
と
も
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て

は
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
植
物
の
観

察
や
水
辺
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
林
業
の
振
興
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
人
口
林
率
七
五
％
を
超
す
木

材
で
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
緊
急

間
伐
事
業
な
ど
で
生
ま
れ
る
小
経
木
を
炭

に
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
山
に
放
置

す
る
と
災
害
時
に
二
次
災
害
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
間
伐
材
等
を
地
域
振
興

に
利
用
す
る
た
め
、
木
炭
粉
砕
施
設
等
を

作
り
、
各
種
の
炭
製
品
を
販
売
し
て
お
り

ま
す
。
炭
は
窒
素
や
リ
ン
、
さ
ら
に
は
臭

い
や
色
ま
で
吸
着
し
ま
す
し
、
湿
度
調
整

や
遠
赤
外
線
等
も
出
す
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
私
の
村
で
は
こ
れ
ら
植
物
と

炭
等
を
使
っ
て
幾
つ
か
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
「
ふ

る
さ
と
公
園
」
内
に
は
合
併
浄
化
槽
か
ら

の
処
理
水
を
地
下
配
管
を
通
じ
芝
や
植
物

に
吸
収
さ
せ
、
河
川
に
流
さ
な
い
シ
ス
テ

ム
を
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
水
洗
ト
イ
レ
も
同

様
に
、
又
農
業
集
落
排
水
最
終
処
理
場
か

ら
の
処
理
水
に
つ
い
て
も
、
多
段
式
接
触

槽
に
、
木
炭
、
竹
等
を
使
用
し
、
窒
素
、

リ
ン
、
塩
素
、 

臭
い
な
ど
吸
着
処
理
し
、

さ
ら
に
水
生
植
物
に
吸
収
さ
せ
て 
放
流

し
て
い
ま
す
。
水
性
植
物
の
処
理
池
で
は

鯉
が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
清
流

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
恵
み

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
然
と
共
生
し
た

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
資
源
や
先
人
の
知
恵
を
最
大
限
に

生
か
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
個
性
的
な
発
想

に
基
づ
き
、
自
然
の
生
態
系
を
調
和
し
た

産
業
振
興
を
今
後
も
進
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
日
本
の
風
景
を
守
り
ま
す
。

　■
 

自
然
と
共
生
す
る
村
づ
く
り

岡 山 県

 富 村 長
とみ

為 本 � 治

△

温
泉
施
設
（
富
村
で
生
産
・
加
工
し
た
木
材
で
建
設
）
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総
務
省
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
十
五
年
四

月
一
日
現
在
の
地
方
公
務
員
給
与
の
実
態

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。

　
　

そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
公
共
団
体
の

給
与
水
準
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
み

る
と
全
地
方
公
共
団
体
平
均
で
前
年
比

〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
の
一
〇
〇
・
一
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
公
表
を
始
め
た
昭

和
四
十
一
年
以
降
、
過
去
最
低
の
水
準
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
を
反
映
し
て
同
指
数
の
分
布
状
況

は
、
逐
年
低
い
階
層
に
移
行
し
て
お
り
、

同
指
数
が
一
一
〇
以
上
の
自
治
体
も
平
成

六
年
以
降
皆
無
と
な
り
、
一
〇
五
以
上
の

自
治
体
に
つ
い
て
も
大
き
く
減
少
す
る
な

ど
着
実
に
適
正
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
　

ま
た
、
同
指
数
一
〇
〇
未
満
の
自
治

体
は
平
成
十
五
年
に
は
、
二
、
五
八
〇
団

体
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
四
年
に
比

べ
、
団
体
数
及
び
そ
の
割
合
が
と
も
に
増

加
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
ほ
か
、
団
体
区
分
別
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
を
み
る
と
、
都
道
府
県
が
一

〇
一
・
七
（
前
年
比
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
）、

指
定
都
市
が
一
〇
二
・
二
（
同
一
・
二
ポ

イ
ン
ト
減
）、
市
が
一
〇
〇
・
七
（
同
〇
・

五
ポ
イ
ン
ト
減
）、
町
村
が
九
五
・
七
（
同

〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
）、
ま
た
、
一
般
行
政

職
の
団
体
区
分
別
の
平
均
給
料
月
額
で

は
、
都
道
府
県
が
四
四
万
四
、
一
八
八
円

（
平
均
年
齢
四
二
・
四
歳
）、
市
が
四
五
万

三
、
三
五
〇
円
（
同
四
三
・
一
歳
）、
町
村

が
三
八
万
六
、
六
五
九
円
（
同
四
一
・
七

歳
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査

結
果
ま
と
ま
る 

―
総
務
省
―

漁
船
漁
業
の
構
造
改
革
に
向
け
て
提
言

―
漁
船
漁
業
構
造
改
革
推
進
会
議
―

　

地
方
六
団
体
で
構
成
す
る
地
方
自
治
確

立
対
策
協
議
会
等
は
、
地
方
分
権
を
推
進

し
、
地
方
の
自
主
性
・
主
体
性
を
確
立
す

る
三
位
一
体
の
改
革
が
住
民
本
位
の
真
の

地
方
自
治
の
確
立
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
広
く
国
民
各
層
に
認
識
し
て
も
た

う
た
め
、「
三
位
一
体
改
革
推
進
列
島
縦

断
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
全
国
七
ヵ
所
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

去
る
四
月
十
日
に
は
、
宮
城
県
に
お
い

て
第
一
回
目
が
開
催
さ
れ
、
神
野
直
彦
・

東
京
大
学
大
学
院
教
授
に
よ
る
「
未
来
の

た
め
の
三
位
一
体
改
革
」
と
題
し
た
基
調

講
演
。
浅
野
史
郎
・
宮
城
県
知
事
、
増
田

寛
也
・
岩
手
県
知
事
、
役
重
真
喜
子
・
岩

手
県
東
和
町
職
員
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
住
民
本
位
の
「
地

方
財
政
自
立
改
革
」
を
推
進
し
、
真
の
地

方
分
権
社
会
の
実
現
を
目
指
す
大
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
い
る
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
政
府
が
現
在

進
め
て
い
る
三
位
一
体
改
革
を
地
方
分
権

の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
と
す
る
と
と
も

に
、
国
と
地
方
の
税
源
配
分
の
抜
本
的
見

直
し
を
行
い
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
地
方
の
税
財
政
基
盤
の
確
立
を
進
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
が
目
指
す
べ
き

姿
と
し
て
、
①
地
方
が
担
う
べ
き
役
割
に

見
合
っ
た
税
源
を
国
か
ら
地
方
へ
基
幹
税

に
よ
り
移
譲
す
る
、
②
税
源
移
譲
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
方
交
付
税
の
見
直
し

を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。

　

今
後
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬
に
か

け
、
愛
媛
県
、
石
川
県
、
京
都
府
、
秋
田

県
、
福
岡
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予

定
。 三

位

一

体

改

革

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

漁
業
者
、
研
究
者
、
行
政
で
構
成
す
る

「
漁
船
漁
業
構
造
改
革
推
進
会
議
」
は
、
こ

の
程
「
漁
船
漁
業
の
構
造
改
革
に
向
け
て

の
提
言
」
と
題
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
を

発
表
し
た
。

　

提
言
で
は
、
漁
船
漁
業
の
再
生
に
は
収

益
や
労
働
環
境
を
重
視
す
る
経
営
へ
の
体

質
転
換
が
急
務
で
あ
り
、
徹
底
し
た
資
源

管
理
の
下
で
漁
業
技
術
の
革
新
と
そ
の
導

入
、
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
上
で
、
①
省
人
・
省
力
化
、
②

省
エ
ネ
化
、
③
高
付
加
価
値
化
、
④
低
・

未
利
用
資
源
の
開
発
、
⑤
居
住
・
作
業
環

境
の
向
上
等
の
た
め
の
新
技
術
の
導
入
を

促
進
し
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
技
術
の
導
入
や
漁

船
の
大
型
化
に
あ
た
っ
て
は
、
漁
獲
能
力

の
増
大
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
①
民
間
の
技
術

力
を
利
用
し
た
、
構
想
か
ら
実
用
化
に
至

る
効
率
的
な
開
発
体
制
づ
く
り
、
②
養
殖

漁
業
の
餌
料
と
な
る
低
・
未
利
用
資
源
の

開
発
の
た
め
の
新
た
な
漁
船
漁
業
の
検

討
、
③
漁
獲
量
重
視
か
ら
収
益
重
視
へ
の

関
係
者
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、
本
会
議
で
推
進
す
べ
き
こ
と

と
さ
れ
た
技
術
等
の
普
及
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
提
案
を
随
時
受
け
入
れ
る

窓
口
を
設
置
し
、
一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア

す
る
提
案
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
随
時

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。




